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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリプロピレン成形部品であって、
　　ａ）ポリプロピレン基体および
この中に組み入れられた、
　　ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬とグラフトされたポリプロピレンポ
リマーもしくはコポリマー、
　　ｃ）１級または２級脂肪酸アミドおよび
　　ｄ）ナトリウムベンゾアート、２、２’－メチレン－ビス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルフェニル）ホスファート、及び亜鉛グリセロラートからなる群より選択される造核
剤、
　の組み合わせを含み、
　ｄ）造核剤が、ポリプロピレン基体の質量に対し、質量基準で、１０００ｐｐｍ～５０
００ｐｐｍ含まれ、ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬とグラフトされたポ
リプロピレンポリマーもしくはコポリマー及びｃ）１級または２級脂肪酸アミドの合計が
ポリプロピレン基体の質量に対し、１質量％～５質量％であることを特徴とする成形部品
。
【請求項２】
　ポリプロピレン基体がポリプロピレンホモポリマーまたは熱可塑性ポリプロピレンであ
る請求項１記載の成形部品。
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【請求項３】
　アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬がアクリル酸、メタクリル酸、メチルアク
リラート、メチルメタクリラート、２－ヒドロキシプロピルメタクリラート、ブチルアク
リラートまたはマレイン酸無水物である請求項１～２のいずれか１項に記載の成形部品。
【請求項４】
　脂肪酸アミドがステアリルエルクアミドまたはオレイルパルミトアミドである請求項１
～３のいずれか１項に記載の成形部品。
【請求項５】
　ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬とグラフトされたポリプロピレンポリ
マーもしくはコポリマーとｃ）１級または２級脂肪酸アミドの質量：質量比が１：１～２
０：１である請求項１～４のいずれか１項に記載の成形部品。
【請求項６】
　ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬とグラフトされたポリプロピレンポリ
マーもしくはコポリマーおよびｃ）１級または２級脂肪酸アミドの合計が、ポリプロピレ
ン基体の質量に対し、１質量％～３質量％である請求項１～５のいずれか１項に記載の成
形部品。
【請求項７】
　さらに、ｅ）フィラー、を含む請求項１～５のいずれか１項に記載の成形部品。
【請求項８】
　ポリプロピレン成形部品に耐スクラッチ性を付与する方法であって、前記ポリプロピレ
ン部品に、
　　ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬とグラフトされたポリプロピレンポ
リマーもしくはコポリマー、
　　ｃ）１級または２級脂肪酸アミドおよび
　　ｄ）ナトリウムベンゾアート、２、２’－メチレン－ビス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルフェニル）ホスファート、及び亜鉛グリセロラートからなる群より選択される造核
剤、
　を組み入れることを含み、
　ｄ）造核剤が、ポリプロピレン基体の質量に対し、質量基準で、１０００ｐｐｍ～５０
００ｐｐｍ含まれ、ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬とグラフトされたポ
リプロピレンポリマーもしくはコポリマー及びｃ）１級または２級脂肪酸アミドの合計が
ポリプロピレン基体の質量に対し、質量基準で、１％～５％であることを特徴とする方法
。
【請求項９】
　さらに、ｅ）フィラー、を組み込むことを含む請求項８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００９年１０月１日出願の米国特許仮出願第６１／２４７、６８２号、２
００９年７月７日出願の第１／２２３、５００号、および２００９年５月２６日出願の第
６１／２１７、０５９号、の優先権を主張し、その出願の内容は参照によって本明細書に
組み込まれる。
【０００２】
　本発明は耐スクラッチ性ポリプロピレン組成物に関する。また、本発明は、ポリプロピ
レン組成物に耐スクラッチ性を付与する方法に関する。ポリプロピレン組成物は、例えば
、熱可塑性オレフィン（ＴＰＯ）成形部品である。成形部品は、例えば、自動車用途に有
用である。
【０００３】
　米国特許第７、０２６、３９１号は、ポリオレフィンおよびポリオレフィンとアルファ
、ベータ不飽和のカルボン酸エステル、酸または無水物との反応生成物、例えば、アクリ
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ル化またはマレイン化ポリプロピレン、の配合物について教示している。
【０００４】
　米国公開特許第２００６／０２７６５７１号は、カルボキシル化試薬官能化オレフィン
ポリマーおよび１級または２級脂肪酸アミド含有ポリオレフィン基体について教示してい
る。
【０００５】
　本明細書に挙げられた米国特許および公開特許出願は、参照によって組み込まれる。
【発明の概要】
【０００６】
　　ａ）ポリプロピレン基体、ならびに
　　　この中に組み入れられた、
　　ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬官能化オレフィンポリマーまたはコ
ポリマー、
　　ｃ）１級または２級脂肪酸アミドおよび
　　ｄ）ナトリウムベンゾアート、２、２’－メチレン－ビス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルフェニル）ホスファート、亜鉛グリセロラート、１、２－ジカルボン酸シクロヘキ
サンのカルシウム塩および１、２－ジカルボン酸ノルボルナンナトリウム塩からなる群よ
り選択される造核剤、
　　　の組み合わせ、を含むポリプロピレン成形部品が開示されている。
【０００７】
　また、
　　ａ）ポリプロピレン基体、ならびに
　　　この中に組み入れられた、
　　ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬官能化オレフィンポリマーまたはコ
ポリマー、
　　ｃ）１級または２級脂肪酸アミド、
　　ｄ）ナトリウムベンゾアート、２、２’－メチレン－ビス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルフェニル）ホスファート、亜鉛グリセロラート、１、２－ジカルボン酸シクロヘキ
サンのカルシウム塩および１、２－ジカルボン酸ノルボルナンナトリウム塩からなる群よ
り選択される造核剤および
　　ｅ）フィラー、
　　　の組み合わせ、を含むポリプロピレン成形部品が開示されている。
【０００８】
　また、ポリプロピレン成形部品に耐スクラッチ性を与える方法が開示され、この方法は
前記ポリプロピレン部品に、
　　ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬官能化オレフィンポリマーまたはコ
ポリマー、
　　ｃ）１級または２級脂肪酸アミド、および
　　ｄ）ナトリウムベンゾアート、２、２’－メチレン－ビス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルフェニル）ホスファート、亜鉛グリセロラート、１、２－ジカルボン酸シクロヘキ
サンのカルシウム塩および１、２－ジカルボン酸ノルボルナンのナトリウム塩からなる群
より選択される造核剤、
を組み入れることを含む。
【０００９】
　また、ポリプロピレン成形部品に耐スクラッチ性を与える方法が開示され、この方法は
前記ポリプロピレン部品に、
　　ｂ）アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬官能化オレフィンポリマーまたはコ
ポリマー、
　　ｃ）１級または２級脂肪酸アミド、
　　ｄ）ナトリウムベンゾアート、２、２’－メチレン－ビス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－
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ブチルフェニル）ホスファート、亜鉛グリセロラート、１、２－ジカルボン酸シクロヘキ
サンのカルシウム塩および１、２－ジカルボン酸ノルボルナンのナトリウム塩からなる群
より選択される造核剤、および
　　ｅ）フィラー、
を組み入れることを含む。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　開示の詳細
　本成分ａ）は、例えば、ポリプロピレンホモポリマーである。ポリプロピレンホモポリ
マーは、また、長鎖分岐ポリプロピレンを包含する。
【００１１】
　ポリプロピレンは、種々の方法により調製可能である。例には、大抵の場合、周期表Ｉ
Ｖｂ、Ｖｂ、ＶｌｂまたはＶＩＩＩ族の内の１つ以上の金属を含む触媒を使った触媒重合
がある。これらの金属は、通常、１つ以上のπ－またはσ－配位であるリガンド、多くの
場合、酸化物、ハロゲン化物、アルコラート、エステル、エーテル、アミン、アルキル、
アルケニルおよび／またはアリールを有する。これらの金属錯体は、遊離型でも、または
基体、通常、活性化マグネシウム塩化物、チタニウム（ＩＩＩ）塩化物、アルミナまたは
酸化ケイ素上に固定されていてもよい。これらの触媒は、重合溶媒に可溶性でも不溶性で
もよい。触媒は、それだけで重合に使用して、もさらに活性剤を使用してもよい。この活
性化剤は、典型的には、金属アルキル、金属ハロゲン化物、金属アルキルハロゲン化物、
金属アルキル酸化物または金属アルキルオキサンであり、前記金属は、周期表Ｉａ、ＩＩ
ａおよび／またはＩＩＩａ族の元素である。活性化剤は、さらにエステル、エーテル、ア
ミンまたはシリルエーテル基で適宜修飾してもよい。これらの触媒系は、一般に、フィリ
ップス（Ｐｈｉｌｌｉｐｓ）触媒、スタンダードオイルインディアナ（Ｓｔａｎｄａｒｄ
　Ｏｉｌ　Ｉｎｄｉａｎａ）触媒、チーグラー（－ナッタ）（Ｚｉｅｇｌｅｒ（－Ｎａｔ
ｔａ））触媒、ＴＮＺ（デュポン（ＤｕＰｏｎｔ））触媒、メタロセン触媒またはシング
ルサイト触媒（ＳＳＣ）と呼ばれる。
【００１２】
　本発明のさらなる実施形態では、成分ａ）は、エチレン、Ｃ4～Ｃ20αオレフィン、ビ
ニルシクロヘキサン、ビニルシクロヘキセン、Ｃ4～Ｃ20アルカンジエン、Ｃ5～Ｃ12シク
ロアルカンジエンおよびノルボルネン誘導体からなる群より選択される１つまたは複数の
、プロピレンおよびコモノマー（複数も含む）の全モル量が１００％であるコモノマーを
含む、ポリプロピレンランダムコポリマー、交互もしくはセグメント化コポリマーまたは
ブロックコポリマーである。
【００１３】
　ポリプロピレンコポリマーは、また、長鎖分岐ポリプロピレンコポリマーを含む。
【００１４】
　適切なＣ4～Ｃ20αオレフィンの例は、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン、１
－ヘプテン、１－オクテン、１－ノネン、１－デセン、１－ウンデセン、１－ドデセン、
１－テトラデセン、１－ヘキサデセン、１－オクタデセン、１－エイコセンおよび４－メ
チル－１－ペンテンである。
【００１５】
　適切なＣ4～Ｃ20アルカンジエンの例は、ヘキサジエンおよびオクタジエンである。
【００１６】
　適切なＣ5～Ｃ12シクロアルカンジエンの例は、シクロペンタジエン、シクロヘキサジ
エンおよびシクロオクタジエンである。
【００１７】
　適切なノルボルネン誘導体の例は、５－エチリデン－２－ノルボルネン（ＥＮＢ）、ジ
シクロペンタジエン（ＤＣＰ）およびメチレン－ドメチレン－ヘキサヒドロナフタリン（
ＭＥＮ）である。
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【００１８】
　プロピレン／エチレンコポリマーは、例えば、５０～９９．９重量％、好ましくは、８
０～９９．９重量％、特に、９０～９９．９重量％、のプロピレンを含有する。
【００１９】
　コモノマーが、Ｃ9～Ｃ20αオレフィン、例えば、１－ノネン、１－デセン、１－ウン
デセン、１－ドデセン、１－テトラデセン、１－ヘキサデセン、１－オクタデセンまたは
１－エイコセン；Ｃ9～Ｃ20アルカンジエン、Ｃ9～Ｃ12シクロアルカンジエンまたはノル
ボルネン誘導体、例えば、５－エチリデン－２－ノルボルネン（ＥＮＢ）またはメチレン
－ドメチレン－ヘキサヒドロナフタリン（ＭＥＮ）、であるプロピレンコポリマーは、９
０モル％超、特に、９０～９９．９モル％または９０～９９モル％のプロピレンを含むの
が好ましい。
【００２０】
　コモノマーが、Ｃ4～Ｃ8αオレフィン、例えば、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキ
セン、１－ヘプテン、１－オクテンまたは４－メチル－１－ペンテン；ビニルシクロヘキ
サン、ビニルシクロヘキセン、Ｃ4－Ｃ8アルカンジエンまたはＣ5～Ｃ8シクロアルカンジ
エンであるプロピレンコポリマーは、８０モル％超、特に、８０～９９．９モル％または
８０～９９モル％、のプロピレンを含むのが好ましい。
【００２１】
　さらなる成分ａ）の例は、プロピレン／イソブチレンコポリマー、プロピレン／ブタジ
エンコポリマー、プロピレン／シクロオレフィンコポリマー、プロピレンとエチレンのタ
ーポリマーおよびジエン、例えば、ヘキサジエン、ジシクロペンタジエまたはエチルイデ
ン－ノルボルネン；１－オレフィンが系中で生成したプロピレン／１－オレフィンコポリ
マー；およびプロピレン／一酸化炭素コポリマーである。
【００２２】
　本発明のポリプロピレンは、特に、ポリプロピレンホモポリマー、ポリプロピレンイン
パクト（異相）コポリマー、そのおよびＴＰＯの配合物、例えば、ポリプロピレンホモポ
リマーおよびインパクト調節剤、例えば、ＥＰＤＭまたはエチレン／アルファオレフィン
コポリマーの配合物である。
【００２３】
　ＴＰＯ（熱可塑性オレフィン）は、例えば、約１０～約９０部のプロピレンホモポリマ
ー、コポリマーまたはターポリマー、および約９０～約１０部（重量で）のエチレンとＣ

3～Ｃ8アルファオレフィンのエラストマーコポリマーである。エラストマーコポリマーは
、例えば、エチレン／プロピレンコポリマー（ＥＰＭ）またはエチレン／プロピレン／非
共役ジエン（ＥＰＤＭ）コポリマーである。ＴＰＯは、例えば、米国特許第６、０４８、
９４２号に開示されている（参照によって組み込まれる）。
【００２４】
　成分ｂ）は、アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬官能化オレフィンポリマーま
たはコポリマーである。
【００２５】
　カルボキシル化試薬官能化オレフィンポリマーまたはコポリマーは、例えば、米国特許
第７、０２６、３９１号で開示されている（本特許は、参照により本明細書に取り込まれ
る）。
【００２６】
　官能化オレフィンポリマーまたはコポリマーであるオレフィンポリマーまたはコポリマ
ーは、例えば、成分ａ）のポリプロピレンである。
【００２７】
　官能化オレフィンポリマーまたはコポリマーは、例えば、少なくとも１つのポリプロピ
レンと少なくとも１つのアルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬、例えば、カルボン
酸、エステルまたは無水物、の反応生成物である。
【００２８】
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　一実施形態では、この成分として使われるポリプロピレンの数平均分子量は、約２、０
００～約１０、０００の範囲であってもよい。これらのポリマーは、通常、約８～約４０
、または約１０～約３５、または約１５～約３０ｇ／１０ｍｉｎのメルトフローインデッ
クスを有する。ポリプロピレンと反応したカルボキシル化試薬の量は、約０．５重量％～
約３０重量％または約１重量％～約２０重量％、または約２重量％～約１５重量％、また
は約４重量％～約１０重量％の範囲であってもよい。
【００２９】
　アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬は、モノまたはジカルボキシル化試薬であ
ってもよい。カルボキシル化試薬には、カルボン酸、エステルおよび塩が含まれる。一塩
基アルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬には、アクリル、メタクリル、アンナム、
クロトン酸およびエステル、例えば、１～約１２炭素原子を有するエステル、および塩、
例えば、ナトリウム、カルシウムまたはマグネシウム塩が含まれる。ジカルボン酸試薬の
例には、マレイン酸、マレイン酸無水物、フマル酸、メサコン酸、ヒム酸無水物、イタコ
ン酸、シトラコン酸、イタコン酸無水物、シトラコン酸無水物、モノメチルマレイン酸エ
ステル、１ナトリウムマレイン酸エステル、等が含まれる。特に好ましいアルファ、ベー
タ不飽和カルボキシル化試薬は、アクリル酸、メタクリル酸、アクリル酸エステル、メタ
クリル酸エステルおよびマレイン酸無水物である。
【００３０】
　カルボキシル化試薬とポリプロピレンポリマーまたはコポリマーとの間の反応は、当業
者なら既知の手段により達成可能である。例えば、反応は、フリーラジカル開始剤の存在
下、溶融加工による融液中で行うことができる。フリーラジカル開始剤は、通常、過酸化
物または種々の有機アゾ化合物である。使用される開始剤の量は、一般的には、ポリオレ
フィンとカルボキシル化試薬の併せた重量ベースで、約０．０１重量％～５重量％である
。
【００３１】
　カルボキシル化試薬とポリプロピレンポリマーまたはコポリマーの間の反応は、「グラ
フト化（ｇｒａｆｔｉｎｇ）」と呼ばれる。例えば、本官能化ポリプロピレンポリマーま
たはコポリマーは、アクリル酸、メタクリル酸、メチルアクリラート、メチルメタクリラ
ート、２－ヒドロキシプロピルメタクリラート、ブチルアクリラートまたはマレイン酸無
水物でグラフトされたポリプロピレンポリマーまたはコポリマーである。例えば、マレイ
ン酸無水物でグラフト化する場合は、これを、「マレイン化（ｍａｌｅａｔｅｄ）」と名
付ける。
【００３２】
　アクリル化ポリオレフィンの例は、ＰＯＬＹＢＯＮＤポリマーで、Ｕｎｉｒｏｙａｌ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能である。特に有用なポリマーは、ＰＯＬ
ＹＢＯＮＤ１００２で、１５～２５ｇ／１０ｍｉｎのメルトフローインデックスインデッ
クスを有し、アクリル酸含量は５．５重量％～７．０重量％である。市販で入手可能なマ
レイン酸をグラフト化したポリプロピレンの例は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　
Ｐｒｏｄｕｃｔｓ、ＩｎｃのＥｐｏｌｅｎｅ　Ｅ－４３ワックスである。ＥＰＯＬＥＮＥ
　Ｅ－４３は、４７の酸価を有し、数平均分子量は約４５００である。ＥＰＯＬＥＮＥ　
Ｃ－１６およびＣ－１８ワックスは、それぞれ約８０００および４０００の分子量のマレ
イン酸グラフト化ポリエチレンである。マレイン化エチレンプロピレンエラストマーもま
た有用であり、このようなエラストマーはＥｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎ
ｙから識別番号９９－１０、９９－１４および９９－２６として入手可能である。これら
のコポリマーは、それぞれ７７重量％、６４重量％および４３重量％のエチレンを含み。
また、マレイン化生成物は、それぞれ０．７６重量％、０．５６重量％および０．３５重
量％のマレイン酸または無水物を含む。
【００３３】
　市販品として入手可能なマレイン酸無水物グラフト化ポリオレフィンの例には、シェル
のＫＲＡＴＯＮ　ＦＧ１９０１Ｘ（マレイン化した選択的水素化ＳＥＢＳコポリマーと呼
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ばれることが多い）；ＣｄＦ　Ｃｈｉｍｉｅから入手可能なＬＯＴＡＤＥＲ　３２００と
命名されているターポリマー（８８重量％エチレン、９重量％ブチルアクリラートおよび
３重量％マレイン酸無水物の混合物から調製）、ＬＯＴＡＤＥＲ　６６００（７０重量％
エチレン、２７重量％アクリル酸エステルおよび３重量％マレイン酸無水物）、等がある
；マレイン酸無水物グラフト化エチレンビニルアセタートコポリマー（ＥＶＡ－ＭＡＨ）
がＱｕａｎｔｕｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐから入手可能である。
【００３４】
　あるいは、成分ｂ）の官能化オレフィンポリマーまたはコポリマーは、アルファオレフ
ィンと上述のアルファ、ベータ不飽和カルボキシル化試薬の反応生成物である。反応は、
当技術分野で既知の手法により達成可能である。例えば、反応は、フリーラジカル開始剤
の存在下、溶融加工により行うことができる。ラジカル開始剤は、例えば、過酸化物また
は有機アゾ化合物である。繰り返えしになるが、不飽和カルボキシル化試薬は、例えば、
アクリル酸、メタクリル酸、アクリル酸エステル、メタクリル酸エステルまたはマレイン
酸無水物である。
【００３５】
　例えば、アルファオレフィンは、Ｃ3～約Ｃ33、例えば、アルファオレフィンは、Ｃ18

～Ｃ26アルファオレフィン、例えば、Ｃ22～26またはＣ18アルファオレフィンである。
【００３６】
　例えば、官能化オレフィンは、マレイン化アルファオレフィン、すなわち、アルファオ
レフィンとマレイン酸無水物の反応生成物である。例えば、マレイン化アルファオレフィ
ンは、式
【００３７】
【化１】

であり、
　式中、
　ＲはＣ16～Ｃ24アルキル、および
　ｎは平均分子量が約２０、０００～約５０、０００となるような整数である。
【００３８】
　１級または２級脂肪酸アミドは、例えば、脂肪酸の脂肪酸基がＣ11～Ｃ21アルキルまた
はアルケニルのものである。
【００３９】
　１級または２級脂肪酸アミドは、例えば、オレアミド、エルクアミド、ステアルアミド
、ベヘンアミド、オレイルパルミトアミド、ステアリルエルクアミド、エチレンビスステ
アルアミドおよびエチレンビスオレアミドからなる群より選択される少なくとも１つの化
合物である。
【００４０】
　特に、本脂肪酸アミドは、２級脂肪酸アミド、例えば、ステアリルエルクアミドまたは
オレイルパルミトアミドである。
【００４１】
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　適切な脂肪酸アミドは、例えば、米国特許第６、２２８、９１５号で開示されてい（こ
の特許の関連開示は、これにより、参照によって組み込まれる）。
【００４２】
　アルキルは、直鎖または分岐鎖であり、例えば、メチル、エチル、プロピル、イソプロ
ピル、ｎ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、２－エチルブチル
、ｎ－ペンチル、イソペンチル、１－メチルペンチル、１、３－ジメチルブチル、ｎ－ヘ
キシル、１－メチルヘキシル、ｎ－ヘプチル、イソヘプチル、１、１、３、３－テトラメ
チルブチル、１－メチルヘプチル、３－メチルヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキ
シル、１、１、３－トリメチルヘキシル、１、１、３、３－テトラメチルペンチル、ノニ
ル、デシル、ウンデシル、１－メチルウンデシル、ドデシル、１、１、３、３、５、５－
ヘキサメチルヘキシル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、ヘプ
タデシル、オクタデシル、イコシルまたはドコシルである。
【００４３】
　アルケニルは、エチレン性不飽和アルキル、例えば、アリルである。
【００４４】
　官能化オレフィンポリマーまたはコポリマー添加物の１級または２級脂肪酸アミド添加
物に対する重量：重量比は、例えば、約２０：１～約１：２０、約１０：１～約１：１０
、約１：１～約２０：１、例えば、約１：１～約１５：１、約１：１～約１０：１、約１
：１～約７：１、または約１：１～約５：１である。例えば、官能化オレフィンの１級ま
たは２級脂肪酸アミドに対する重量：重量比は、約１．５：１、約２：１、約３：１、ま
たは約４：１である。
【００４５】
　官能化オレフィンポリマーまたはコポリマーｂ）および１級または２級脂肪酸アミド添
加剤ｃ）ポリプロピレン基体に組み入れられる組み合わせ物の合計量は、例えば、ポリプ
ロピレン基体の重量ベースで、約１重量％～約１５重量％である。例えば、添加剤の合計
は、ポリプロピレン基体の重量ベースで、約１重量％～約１０重量％、約３重量％～約７
重量％、または約３重量％～約５重量％である。例えば、本発明でのｂ）とｃ）の合計は
、ポリプロピレン基体の重量ベースで、約１重量％～約３重量％、約１重量％～約重量５
％、または約１重量％～約７重量％である。
【００４６】
　本発明の造核剤である成分ｄ）は、ナトリウムベンゾアート、２、２’－メチレン－ビ
ス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファートおよび亜鉛グリセロラートか
ら選択される。
【００４７】
　他の既知の造核剤も本発明の配合物中において良好に作用するであろうことも意図され
ている。このような追加の造核剤は、例えば、米国特許第６、４６５、５５１号、第６、
８７８、４４３号に開示されている（参照により本明細書に組み込まれる）。さらに可能
性のある造核剤は、例えば、ジベンジリデンソルビトール化合物、例えば、１、３：２、
４－ビス（ｐ－メチルベンジリデン）ソルビトール等のモノメチルジベンジリデンソルビ
トールまたは１、３：２、４－ビス（３、４－ジメチルベンジリデン）ソルビトール等の
ジメチルベンジリデンソルビトールである。他の既知の造核剤は、［２．２．１］ヘプタ
ン－ビシクロジカルボン酸（１、２－ジカルボン酸ノルボルナン）および１、２－ジカル
ボン酸シクロヘキサンである。ナトリウムベンゾアートの他の適切な有機酸の金属塩は、
例えば、１、２－ジカルボン酸シクロヘキサンおよび１、２－ジカルボン酸ノルボルナン
の金属塩、例えば、ナトリウムまたはカルシウム塩であってもよい。他の環式ビスフェノ
ールホスファートも適切である可能性がある。
【００４８】
　本発明の造核剤は、例えば、ポリプロピレンの重量ベースの重量で、約１ｐｐｍ～約５
０、０００ｐｐｍのレベルで使われる。例えば、本発明の造核剤は、ポリプロピレンの重
量ベースの重量で、約１０ｐｐｍ～約２０、０００ｐｐｍ、約１００ｐｐｍ～約１０、０
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００ｐｐｍまたは約１０００ｐｐｍ～約５０００ｐｐｍのレベルで使われる。
【００４９】
　本発明の添加物は、ポリプロピレン基体に対し個別に添加しても、これらを混合して添
加してもよい。所望なら、ポリプロピレンへの組み入れ前に、個別の構成成分を、例えば
、乾式混合、圧縮、または溶融して混合することもできる。
【００５０】
　本発明の添加物の組み込みを、粉末での乾式混合または、例えば、不活性溶媒、水また
はオイル中の溶液、分散液または懸濁液での湿式混合により行った。本発明の添加物を、
例えば、成形の前または後、また、溶解または分散添加剤または添加剤混合物をポリプロ
ピレン材料に加えて、その後の溶媒または懸濁／分散媒の蒸発を行い、または行わないで
、組み込むことができる。これら添加剤は、例えば、乾式混合物または粉末または溶液ま
たは分散剤または懸濁液または溶融物として直接処理装置（例えば、押出機、密閉式混合
機、等）に添加してもよい。
【００５１】
　組み込みは、スターラーを備えた任意の加熱可能な容器中、例えば、ニーダー、ミキサ
ーまたは攪拌槽、等の密閉装置中、で行うことができる。処理を不活性雰囲気中で行うか
酸素の存在下行うかは重要でない。
【００５２】
　ポリプロピレン基体への添加物の添加を、ポリプロピレンが溶融され、添加物と混合さ
れる全くの通常の混合装置で行うことが可能である。適切な装置は、当業者には既知であ
る。それらは大部分は混合機、ニーダーおよび押出機である。
【００５３】
　処理には、押し出し、コニーディング、引抜成形、圧縮成形、シート押出成形、熱成形
、射出成形または回転成形が含まれる。処理は、添加物を溶融加工中に導入して押出成形
機で行うことが好ましい。
【００５４】
　処理装置では、一軸スクリュー押出機、反転および共回転二軸スクリュー押出機、回転
成形装置、遊星ギア押出機、リング押出機またはコニーダーが特に好ましい。少なくとも
１つの真空が適用可能なガス除去室を備えた処理装置も使用可能である。
【００５５】
　適切な押出機とニーダーは、例えば、Ｈａｎｄｂｕｃｈ　ｄｅｒ　Ｋｕｎｓｔｓｔｏｆ
ｆｅｘｔｒｕｓｉｏｎ、Ｖｏｌ．１　Ｇｒｕｎｄｌａｇｅｎ、Ｅｄｉｔｏｒｓ　Ｆ．Ｈｅ
ｎｓｅｎ、Ｗ．Ｋｎａｐｐｅ、Ｈ．Ｐｏｔｅｎｔｅ、１９８９、ｐｐ．３-７、ＩＳＢＮ
．３－４４６－１４３３９－４（Ｖｏｌ．２Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎｓａｎｌａｇｅｎ　１９
８６、ＩＳＢＮ３－４４６－１４３２９－７）に記載されている。
【００５６】
　例えば、スクリューは、１～６０スクリュー径、好ましくは３５～４８スクリュー径で
ある。スクリュー回転速度は、好ましくは１０～６００回転／分（ｒｐｍ）、特に好まし
くは、２５～３００ｒｐｍである。
【００５７】
　最大の処理能力は、スクリュー径、回転速度および駆動力に依存する。また、本発明の
処理を、上述のパラメーターを変えることによりまたは投与量を供給する秤量装置を使っ
て、最大処理能力未満のレベルで行うこともできる。 
【００５８】
　複数の構成成分が添加される場合は、これらを予混合しても個別に添加してもよい。
【００５９】
　また、本発明の添加物をポリプロピレン基体上に噴霧することもできる。これらを他の
添加物（例えば、任意選択の通常の添加物）またはそれらの溶融物で希釈して、基体上に
これらの添加物を一緒に噴霧できるようにしてもよい。重合触媒の不活化の間に噴霧して
添加することは、特に好都合である；この場合、触媒の不活化のために蒸気放出が使用可
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能である。球状重合ポリプロピレンの場合は、例えば、噴霧法を使って本発明の添加物を
、任意選択で他の添加物と一緒に、適用すると好都合となる可能性がある。
【００６０】
　また、本発明の添加物および任意選択の追加の添加物を、成分が、例えば、ポリマーに
組み込まれる重量で、約１重量％～約４０重量％および好ましくは約２重量％～約２０重
量％の濃度で含まれるマスターバッチ（「濃縮物」）の形でポリプロピレンに添加可能で
ある。ポリマーは必ずしも添加物が最終的に添加されるポリプロピレンと同じである必要
はない。このような操作では、ポリマーは、粉末、粒剤、溶液、懸濁液、または乳濁液の
形で使用可能である。
【００６１】
　組み込みは、成形操作の前または間に、または溶解または分散化合物をポリプロピレン
に加えることにより、またその後の溶媒の蒸発を行って、または行わないで行うことがで
きる。本発明の添加物のポリプロピレン基体への組み込みの別の可能性としては、対応す
るモノマーの重合の前、間または直後、または架橋の前に添加することがある。これに関
連して、本発明の添加物は、カプセル化形状（例えば、ワックス、オイルまたはポリマー
中に）でそのまま、あるいは別の形態で添加可能である。
【００６２】
　本明細書記載の本発明の添加物を含むポリプロピレンは、成形品、回転成形製品、射出
成形製品、ブロー成形製品、異形品、等の生産に使用可能である。
【００６３】
　本発明のポリプロピレンは、また、任意選択で、重量で、約０．０１～約５％、好まし
くは約０．０２５～約２％、および特に約０．１～約１％の種々の通常の添加物、例えば
、下記に挙げる物質またはそれらの混合物を含んでもよい。
【００６４】
　１．抗酸化剤
　１．１．アルキルアテドモノフェノール、例えば、２、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４
－メチルフェノール、２－ｔｅｒｔ－ブチル－４、６－ジメチルフェノール、２、６－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－エチルフェノール、２、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ｎ－
ブチルフェノール、２、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－イソブチルフェノール、２、６
－ジシクロペンチル－４－メチルフェノール、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４、
６－ジメチルフェノール、２、６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール、２、４、６
－トリシクロヘキシルフェノール、２、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メトキシメチル
フェノール、側鎖が直鎖または分岐のノニルフェノール、例えば、２、６－ジ－ノニル－
４－メチルフェノール、２、４－ジメチル－６－（１－メチルウンデカ－１－イル）フェ
ノール、２、４－ジメチル－６－（１－メチルヘプタデカ－１－イル）フェノール、２、
４－ジメチル－６－（１－メチルトリデカ－１－イル）フェノールおよびこれらの混合物
。
【００６５】
　１．２．アルキルチオメチルフェノール、例えば、２、４－ジオクチルチオメチル－６
－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、２、４－ジオクチルチオメチル－６－メチルフェノール
、２、４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノール、２、６－ジ－ドデシルチオメ
チル－４－ノニルフェノール。
【００６６】
　１．３．ヒドロキノンおよびアルキルアテドヒドロキノン、例えば、２、６－ジ－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－４－メトキシフェノール、２、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルヒドロキノン、
２、５－ジ－ｔｅｒｔ－アミルヒドロキノン、２、６－ジフェニル－４－オクタデシルオ
キシフェノール、２、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルヒドロキノン、２、５－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシア
ニソール、３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルステアラート、ビス
－（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）アジパート。
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【００６７】
　１．４．トコフェロール、例えば、α－トコフェロール、（β－トコフェロール、γ－
トコフェロール、δ－トコフェロールおよびこれらの混合物（ビタミンＥ）。
【００６８】
　１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、例えば、２、２’－チオビス（６－
ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、２、２’－チオビス（４－オクチルフェノ
ール）、４、４’－チオビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル－３－メチルフェノール）、４、４
’－チオビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル－２－メチルフェノール）、４、４’－チオビス－
（３、６－ジ－ｓｅｃ－アミルフェノール）、４、４’－ビス（２、６－ジメチル－４－
ヒドロキシフェニル）ジスルフィド。
【００６９】
　１．６．アルキリデンビスフェノール、例えば、２、２’－メチレンビス（６－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、２、２’－メチレンビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－エチルフェノール）、２、２’－メチレンビス［４－メチル－６－（α－メチルシ
クロヘキシル）フェノール］、２、２’－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシ
ルフェノール）、２、２’－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、２、
２’－メチレンビス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、２、２’－エチリデ
ンビス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、２、２’－エチリデンビス（６－
ｔｅｒｔ－ブチル－４－イソブチルフェノール）、２、２’－メチレンビス［６－（α－
メチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、２、２’－メチレンビス［６－（α、α－
ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、４、４’－メチレンビス（２、６－ジ－
ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）、４、４’－メチレンビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル－２－
メチルフェノール）、１、１－ビス（５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチ
ルフェニル）ブタン、２、６－ビス（３－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチル－２－ヒドロキ
シベンジル）－４－メチルフェノール、１、１、３－トリス（５－ｔｅｒｔ－ブチル－４
－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、１、１－ビス（５－ｔｅｒｔ－ブチル－４
－ヒドロキシ－２－メチル－フェニル）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、エチレン
グリコールビス［３、３－ビス（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）ブチ
ラート］、ビス（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチル－フェニル）ジシ
クロペンタジエン、ビス［２－（３’ｔｅｒｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルベ
ンジル）－６－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェニル］テレフタラート、１、１－ビス
－（３、５－ジメチル－２－ヒドロキシベンジル）ブタン、２、２－ビス－（３、５－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２、２－ビス－（５－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメルカプトブタン
、１、１、５、５－テトラ－（５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェ
ニル）ペンタン。
【００７０】
　１．７．ベンジル化合物、例えば、３、５、３’、５’－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチル－
４、４’－ジヒドロキシジベンジルエーテル、オクタデシル－４－ヒドロキシ－３、５－
ジメチルベンジルメルカプトアセタート、トリデシル－４－ヒドロキシ－３、５－ジ－ｔ
ｅｒｔ－ブチルベンジルメルカプトアセタート、トリス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－ヒドロキシベンジル）アミン、１、３、５－トリ－（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－４－ヒドロキシベンジル）－２、４、６－トリメチルベンゼン、ジ－（３、５－ジ－
ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－４－ヒドロキシベンジル－メルカプト－酢酸イソオクチルエステル、ビス－（４－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２、６－ジメチルベンジル）ジチオールテレフタラー
ト、１、３、５－トリス－（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）
イソシアヌラート、１、３、５－トリス－（４－ｔｅｒｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２
、６－ジメチルベンジル）イソシアヌラート、３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシベンジルリン酸ジオクタデシルエステルおよび３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４
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－ヒドロキシベンジルリン酸モノエチルエステル、カルシウム塩。
【００７１】
　１．８．ヒドロキシベンジル化マロナート、例えば、ジオクタデシル－２、２－ビス－
（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－２－ヒドロキシベンジル）マロナート、ジ－オクタデ
シル－２－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）マロナート
、ジ－ドデシルメルカプトエチル－２、２－ビス－（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４
－ヒドロキシベンジル）マロナート、ビス［４－（１、１、３、３－テトラメチルブチル
）フェニル］－２、２－ビス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル
）マロナート。
【００７２】
　１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物、例えば、１、３、５－トリス－（３、５－
ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２、４、６－トリメチルベンゼン、
１、４－ビス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２、３、５
、６－テトラメチルベンゼン、２、４、６－トリス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４
－ヒドロキシベンジル）フェノール。
【００７３】
　１．１０．トリアジン化合物、例えば、２、４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（
３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１、３、５－トリアジン、
２－オクチルメルカプト－４、６－ビス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シアニリノ）－１、３、５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４、６－ビス（３、
５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１、３、５－トリアジン、２
、４、６－トリス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１、
２、３－トリアジン、１、３、５－トリス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロ
キシベンジル）イソシアヌラート、１、３、５－トリス（４－ｔｅｒｔ－ブチル－３－ヒ
ドロキシ－２、６－ジメチルベンジル）イソシアヌラート、２、４、６－トリス（３、５
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１、３、５－トリアジン、
１、３、５－トリス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－フェニルプロピ
オニル）ヘキサヒドロ－１、３、５－トリアジン、１、３、５－トリス（３、５－ジシク
ロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌラート。
【００７４】
　１．１１．ベンジルホスホナート、例えば、ジメチル－２、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－ヒドロキシベンジルホスホナート、ジエチル－３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４
－ヒドロキシベンジルホスホナート、ジオクタデシル３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４
－ヒドロキシベンジルホスホナート、ジオクタデシル－５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシ－３－メチルベンジルホスホナート、３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロ
キシベンジルホスホン酸のモノエチルエステルのカルシウム塩。
【００７５】
　１．１２．アシルアミノフェノール、例えば、４－ヒドロキシ－ラウリン酸アニリド、
４－ヒドロキシ－ステアリン酸アニリド、２、４－ビス－オクチルメルカプト－６－（３
、５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－ｓ－トリアジンおよびオクチル－
Ｎ－（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－カルバマート。
【００７６】
　１．１３．β－（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ン酸とモノまたは多価アルコール、例えば、メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール
、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１、６－ヘキサンジオール、１、９－ノナンジ
オール、エチレングリコール、１、２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チ
オジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリ
トリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ、Ｎ’－ビス（ヒドロキ
シエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチ
ルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－
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２、６、７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン、とのエステル。
【００７７】
　１．１４．β－（５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロ
ピオン酸とモノまたは多価アルコール、例えば、メタノール、エタノール、ｎ－オクタノ
ール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１、６－ヘキサンジオール、１、９－ノナ
ンジオール、エチレングリコール、１、２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール
、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタ
エリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ、Ｎ’－ビス－（ヒ
ドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、ト
リメチルヘキサンジオール、トリメチル－オルプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホ
スファ－２、６、７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン、とのエステル。
【００７８】
　１．１５．β－（３．５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキスブフェンブル）プロピオ
ン酸とモノまたは多価アルコール、例えば、メタノール、エタノール、オクタノール、オ
クタデカノール、１、６－ヘキサンジオール、１、９－ノナンジオール、エチレングリコ
ール、１、２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール
、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒ
ドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ、Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、
３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、ト
リメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２、６、７－トリオキサ
ビシクロ［２．２．２］オクタン、とのエステル。
【００７９】
　１．１６．３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸とモノまたは
多価アルコール、例えば、メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、
１、６－ヘキサンジオール、１、９－ノナンジオール、エチレングリコール、１、２－プ
ロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）
イソシアヌラート、Ｎ、Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカ
ノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロ
パン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２、６、７－トリオキサビシクロ［２．２
．２］オクタン、とのエステル。
【００８０】
　１．１７．β－（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ン酸のアミド、例えば、Ｎ、Ｎ’－-Ｎ、Ｎ’－ビス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－
４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキサメチレンジアミド、Ｎ、Ｎ’－ビス（３、
５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）トリメチレンジアミ
ド、Ｎ、Ｎ’－ビス（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオ
ニル）ヒドラジド、Ｎ、Ｎ’－ビス［２－（３－［３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－
ヒドロキシフェニル］プロピオニルオキシ）エチル］オキサミド（ＵｎｉｒｏｙａｌのＮ
ａｕｇａｒｄ（登録商標）ＸＬ－１）。
【００８１】
　１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【００８２】
　１．１９．アミン系酸化防止剤、例えば、Ｎ、Ｎ’－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレ
ンジアミン、Ｎ、Ｎ’－ジ－ｓｅｃ－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ、Ｎ’－ビス
（１、４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ、Ｎ’－ビス（１－エチル
－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ、Ｎ’－ビス（１－メチルヘプチ
ル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ、Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン
、Ｎ、Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ、Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－
ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン
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、Ｎ－（１、３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（
１－メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル
－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェンレンジアミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフ
ェニルアミン、Ｎ、Ｎ’－ジメチル－Ｎ、Ｎ’－ジ－ｓｅｃ－ブチル－ｐ－フェニレンジ
アミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－イソプロポキシジフェニ
ルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル
）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチルアテドジフェニ
ルアミン、ｆｏｒエキサンプルｐ、ｐ’－ジ－ｔｅｒｔ－オクチルジフェニルアミン、４
－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノ
フェノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノー
ル、ビス（４－メトキシフェニル）アミン、２、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ジメチ
ルアミノメチルフェノール、２、４’－ジアミノジフェニルメタン、４、４’－ジアミノ
ジフェニルメタン、Ｎ、Ｎ、Ｎ’、Ｎ’－テトラメチル－４、４’－ジアミノジフェニル
メタン、１、２－ビス［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１、２－ビス（フェニ
ルアミノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス［４－（１’、３’－ジメチルブ
チル）フェニル］アミン、ｔｅｒｔ－オクチルアテドＮ－フェニル－１－ナフチルアミン
、モノおよびジアルキル化ｔｅｒｔ－ブチル／ｔｅｒｔ－オクチル－ジフェニルアミンの
混合物、モノおよびジアルキル化ノニルジフェニルアミンの混合物、モノおよびジアルキ
ル化ドデシルジフェニルアミンの混合物、モノおよびジアルキル化イソプロピル／イソヘ
キシルジフェニルアミンの混合物、モノおよびジアルキル化ｔｅｒｔ－ブチルジフェニル
アミンの混合物、２、３－ジヒドロ－３、３－ジメチル－４Ｈ－１、４－ベンゾチアジン
、フェノチアジン、モノおよびジアルキル化ｔｅｒｔ－ブチル／ｔｅｒｔ－オクチルフェ
ノチアジンの混合物、モノおよびジアルキル化ｔｅｒｔ－オクチル－フェノチアジンの混
合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ、Ｎ、Ｎ’、Ｎ’－テトラフェニル－１、４－ジア
ミノブタ－２－エン、Ｎ、Ｎ－ビス－（２、２、６、６－テトラメチル－ピペリド－４－
イル－ヘキサメチレンジアミン、ビス（２、２、６、６－テトラメチルピペリド－４－イ
ル）セバカート、２、２、６、６－テトラメチルピペリジン－４－オン、２、２、６、６
－テトラメチルピペリジン－４－オール
【００８３】
　２．ＵＶ吸収剤および光安定剤
　２．１．２－（２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、例えば、既知
の市販２－（２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールおよびベンゾトリア
ゾールは、米国特許３、００４、８９６；３、０５５、８９６；３、０７２、５８５；３
、０７４、９１０；３、１８９、６１５；３、２１８、３３２；３、２３０、１９４；４
、１２７、５８６；４、２２６、７６３；４、２７５、００４；４、２７８、５８９；４
、３１５、８４８；４、３４７、１８０；４、３８３、８６３；４、６７５、３５２；４
、６８１、９０５、４、８５３、４７１；５、２６８、４５０；５、２７８、３１４；５
、２８０、１２４；５、３１９、０９１；５、４１０、０７１；５、４３６、３４９；５
、５１６、９１４；５、５５４、７６０；５、５６３、２４２；５、５７４、１６６；５
、６０７、９８７、５、９７７、２１９および６、１６６、２１８で開示され、例えば、
下記のものがある。
【００８４】
　２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３
、５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（
２－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒ
ドロキシ－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－
（３、５－ジ－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５
－クロロ－２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベン
ゾトリアゾール、２－（３－ｓｅｃ－ブチル－５－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）



(15) JP 5676582 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３、５－ジ－ｔ－アミル－２－ヒドロキシフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３、５－ビス－α－クミル－２－ヒドロキシフェ
ニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２
－（ω－ヒドロキシ－オクタ－（エチレンオキシ）カルボニル－エチル）－、フェニル）
－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ドデシル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－
オクチルオキシカルボニル）エチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、ドデシルア
テド２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（
３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニ
ル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－５－（２
－（２－エチルヘキシルオキシ）－カルボニルエチル）－２－ヒドロキシフェニル）－５
－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（
２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブチル－５－（２－（２－エチルヘキ
シルオキシ）カルボニルエチル）－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル、２－（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－イソオクチルオキシカルボニル
エチル）フェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２、２’－メチレン－ビス（４－ｔ－オ
クチル－（６－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）フェノール）、２－（２－ヒドロ
キシ－３－α－クミル－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－
（２－ヒドロキシ－３－ｔ－オクチル－５－α－クミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリア
ゾール、５－フルオロ－２－（２－ヒドロキシ－３、５－ジ－α－クミル－フェニル）－
２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３、５－ジ－α－クミ
ルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－α
－クミル－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－ｔ－ブ
チル－２－ヒドロキシ－５－（２－イソオクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－
５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキ
シ－３－α－クミル－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－ト
リフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－５－ｔ－オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾ
トリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３、５－ジ－ｔ－オク
チルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、メチル３－（５－トリフルオロメチル－２
Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナマ
ート、５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－ｔ－オクチ
ルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロ
キシ－３－α－クミル－５－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－ト
リフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３、５－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－
ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３、５－ジ－α
－クミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒ
ドロキシ－３、５－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールおよび５－フ
ェニルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３、５－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－２Ｈ－
ベンゾトリアゾール。
【００８５】
　２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン、例えば、４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４
－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、４－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４、
２’、４’－トリヒドロキシおよび２’－ヒドロキシ－４、４’－ジメトキシ誘導体。
【００８６】
　２．３．置換および未置換安息香酸のエステル、例えば、４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニ
ルサリチラート、フェニルサリチラート、オクチルフェニルサリチラート、ジベンゾイル
レソルシノール、ビス（４－ｔｅｒｔ－ブチルベンゾイル）レソルシノール、ベンゾイル
レソルシノール、２、４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル



(16) JP 5676582 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

－４－ヒドロキシベンゾアート、ヘキサデシル３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシベンゾアート、オクタデシル３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベン
ゾアート、２－メチル－４、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル３、５－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル－４－ヒドロキシベンゾアート。
【００８７】
　２．４．アクリラートおよびマロナート、例えば、α－シアノ－β、β－ジフェニルア
クリル酸エチルエステルまたはイソオクチルエステル、α－カルボメトキシケイ皮酸メチ
ルエステル、α－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシ－ケイ皮酸メチルエステルまたはブ
チルエステル、α－カルボメトキシ－ｐ－メトキシ－ケイ皮酸メチルエステル、Ｎ－（β
－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルインドリン、Ｓａｎｄｕｖｏｒ（登
録商標）ＰＲ２５、ジメチルｐ－メトキシベンジリデンマロナート（ＣＡＳ＃７４４３－
２５－６）、およびＳａｎｄｕｖｏｒ（登録商標）ＰＲ３１、ジ－（１、２、２、６、６
－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ｐ－メトキシベンジリデンマロナート（ＣＡＳ＃
１４７７８３－６９－５）。
【００８８】
　２．５．ニッケル化合物、例えば、１：１または１：２錯体等の２、２’－チオ－ビス
－［４－（１、１、３、３－テトラメチルブチル）フェノール］のニッケル錯体（ｎ－ブ
チルアミン、トリエタノールアミンまたはＮ－シクロヘキシルジエタノールアミン等の追
加のリガンドがある場合と無い場合を含む）；ニッケルジブチルジチオカルバマート、モ
ノアルキルエステル、例えば、メチルまたはエチルエステル、４－ヒドロキシ－３、５－
ジ－ｔｅｒｔ－ブチルベンジルホスホン酸、のニッケル塩；ケトキシム、例えば、２－ヒ
ドロキシ－４－メチルフェニルウンデシルケトキシム、のニッケル錯体；１－フェニル－
４－ラウロイル－５－ヒドロキシピラゾールのニッケル錯体（追加のリガンドがある場合
と無い場合を含む）。
【００８９】
　２．６．立体障害アミン安定剤、例えば、４－ヒドロキシ－２、２、６、６－テトラメ
チルピペリジン、１－アリル－４－ヒドロキシ－２、２、６、６－テトラメチルピペリジ
ン、１－ベンジル－４－ヒドロキシ－２、２、６、６－テトラメチルピペリジン、ビス（
２、２、６、６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバカート、ビス（２、２、６、６－
テトラメチル－４－ピペリジル）スクシナート、ビス（１、２、２、６、６－ペンタメチ
ル－４－ピペリジル）セバカート、ビス（１－オクチルオキシ－２、２、６、６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）セバカート、ビス（１、２、２、６、６－ペンタメチル－４－
ピペリジル）ｎ－ブチル－３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロ
ナート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２、２、６、６－テトラメチル－４－ヒドロキ
シピペリジンとコハク酸の縮合体、Ｎ、Ｎ’－ビス（２、２、６、６－テトラメチル－４
－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２、６－ジク
ロロ－１、３、５－トリアジンの直鎖または環状縮合体、トリス（２、２、６、６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセタート、テトラキス（２、２、６、６－テ
トラメチル－４－ピペリジル）－１、２、３、４－ブタン－テトラカルボキシラート、１
、１’－（１、２－エタンジイル）－ビス（３、３、５、５－テトラメチルピペラジノン
）、４－ベンゾイル－２、２、６、６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキシ
－２、２、６、６－テトラメチルピペリジン、ビス（１、２、２、６、６－ペンタメチル
ピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
ベンジル）マロナート、３－ｎ－オクチル－７、７、９、９－テトラメチル－１、３、８
－トリアザスピロ［４．５］デカン－２、４－ジオン、ビス（１－オクチルオキシ－２、
２、６、６－テトラメチルピペリジル）セバカート、ビス（１－オクチルオキシ－２、２
、６、６－テトラメチルピペリジル）スクシナート、Ｎ、Ｎ’－ビス－（２、２、６、６
－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２、６
－ジクロロ－１、３、５－トリアジンの直鎖または環状縮合体、２－クロロ－４、６－ビ
ス（４－ｎ－ブチルアミノ－２、２、６、６－テトラメチルピペリジル）－１、３、５－
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トリアジンと１、２－ビス（３－アミノ－プロピルアミノ）エタンの縮合体、２－クロロ
－４、６－ジ－（４－ｎ－ブチルアミノ－１、２、２、６、６－ペンタメチルピペリジル
）－１、３、５－トリアジンと１、２－ビス－（３－アミノプロピルアミノ）エタン、８
－アセチル－３－ドデシル－７、７、９、９－テトラメチル－１、３、８－トリアザスピ
ロ［４．５］デカン－２、４－ジオンの縮合体、３－ドデシル－１－（２、２、６、６－
テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２、５－ジオン、３－ドデシル－１－（１
、２、２、６、６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２、５－ジオン、４－
ヘキサデシルオキシ－および４－ステアリルオキシ－２、２、６、６－テトラメチルピペ
リジンの混合物、Ｎ、Ｎ’－ビス（２、２、６、６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘ
キサメチレンジアミンおよび４－シクロヘキシルアミノ－２、６－ジクロロ－１、３、５
－トリアジンの縮合生成物、１、２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンおよび２
、４、６－トリクロロ－１、３、５－トリアジンならびに４－ブチルアミノ－２、２、６
、６－テトラメチルピペリジン（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ．［１３６５０４－９６－６］）
の縮合生成物；Ｎ－（２、２、６、６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシル
スクシンイミド、Ｎ－（１、２、２、６、６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ド
デシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７、７、９、９－テトラメチル－１－オキサ－
３、８－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４、５］デカン、７、７、９、９－テトラメチル
－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３、８－ジアザ－４－オキソスピロ［４、５］デ
カンおよびエピクロロヒドリンの反応生成物、１、１－ビス（１、２、２、６、６－ペン
タメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２－（４－メトキシフェニル）エテン、
Ｎ、Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ、Ｎ’－ビス（２、２、６、６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）ヘキサメチレンジアミン、４－メトキシ－メチレン－マロン酸と１、２、２、６
、６－ペンタメチル－４－ヒドロキシピペリジンのエステル、ポリ［メチルプロピル－３
－オキシ－４－（２、２、６、６－テトラメチル－４－ピペリジル）］シロキサン、マレ
イン酸無水物－α－オレフィンコポリマーと２、２、６、６－テトラメチル－４－アミノ
ピペリジンまたは１、２、２、６、６－ペンタメチル－４－アミノピペリジンの反応生成
物。
【００９０】
　また、立体障害アミンは、米国特許第５、９８０、７８３号に記載されている化合物の
１つであってもよい（この特許の関連部分は参照により組み込まれる）。すなわち、前記
米国特許第５、９８０、７８３号の６４～７２欄に挙げられているＩ－ａ）、Ｉ－ｂ）、
Ｉ－ｃ）、Ｉ－ｄ）、Ｉ－ｅ）、Ｉ－ｆ）、Ｉ－ｇ）、Ｉ－ｈ）、Ｉ－ｉ）、Ｉ－ｊ）、
Ｉ－ｋ）またはＩ－ｌ）、特に、光安定剤１－ａ－１、１－ａ－２、１－ｂ－１、１－ｃ
－１、１－ｃ－２、１－ｄ－１、１－ｄ－２、１－ｄ－３、１－ｅ－１、１－ｆ－１、１
－ｇ－１、１－ｇ－２または１－ｋ－１の化合物であってもよい。
【００９１】
　立体障害アミンは、また、米国特許第６、０４６、３０４号および第６、２９７、２９
９号に記載の化合物の１つであってもよい（その開示、例えば、請求項１０または３８、
または実施例１－１２またはＤ－１～Ｄ－５に記載の化合物は、これにより参照によって
組み込まれる）。
【００９２】
　２．７．Ｎ原子上でヒドロキシ置換アルコキシ基により置換された立体障害アミン、例
えば、１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ－
２、２、６、６－テトラメチルピペリジン、１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキ
シ）－４－ヘキサデカノイルオキシ－２、２、６、６－テトラメチルピペリジン、１－オ
キシル－４－ヒドロキシ－２、２、６、６－テトラメチルピペリジンとｔ－アミルアルコ
ール由来の炭素ラジカルとの反応生成物、１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ
）－４－ヒドロキシ－２、２、６、６－テトラメチルピペリジン、１－（２－ヒドロキシ
－２－メチルプロポキシ）－４－オキソ－２、２、６、６－テトラメチルピペリジン、ビ
ス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２、２、６、６－テトラメチルピ
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ペリジン－４－イル）セバカート、ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ
）－２、２、６、６－テトラメチルピペリジン－４－イル）アジパート、ビス（１－（２
－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２、２、６、６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）スクシナート、ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２、２
、６、６－テトラメチルピペリジン－４－イル）グルタラートおよび２、４－ビス｛Ｎ－
［１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２、２、６、６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル］－Ｎ－ブチルアミノ｝－６－（２－ヒドロキシエチル－アミノ）－ｓ
－トリアジン、等の化合物。
【００９３】
　２．８．オキサミド、４、４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２、２’－ジエトキ
シオキサニリド、２、２’－ジオクチルオキシ－５、５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブトキサニリ
ド、２、２’－ジドデシルオキシ－５、５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブトキサニリド、２－エト
キシ－２’－エチルオキサニリド、Ｎ、Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキ
サミド、２－エトキシ－５－ｔｅｒｔ－ブチル－２’－エトキサニリドおよびその２－エ
トキシ－２’－エチル－５、４’－ジ－ｔｅｒｔ－ブトキサニリドとの混合物、ｏ－およ
びｐ－メトキシ－２置換オキサニリドの混合物、ならびにｏ－およびｐ－エトキシ－２置
換オキサニリドの混合物。
【００９４】
　２．９．トリスアリール－ｏ－ヒドロキシフェニル－ｓ－トリアジン、例えば、既知の
市販トリスアリール－ｏ－ヒドロキシフェニル－ｓ－トリアジンおよび下記米国特許で開
示のトリアジン：３、８４３、３７１；４、６１９、９５６；４、７４０、５４２；５、
０９６、４８９；５、１０６、８９１；５、２９８、０６７；５、３００、４１４；５、
３５４、７９４；５、４６１、１５１；５、４７６、９３７；５、４８９、５０３；５、
５４３、５１８；５、５５６、９７３；５、５９７、８５４；５、６８１、９５５；５、
７２６、３０９；５、７３６、５９７；５、９４２、６２６；５、９５９、００８；５、
９９８、１１６；６、０１３、７０４；６、０６０、５４３；６、２４２、５９８および
６、２５５、４８３、例えば、
　４、６－ビス－（２、４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチル
オキシフェニル）－ｓ－トリアジン、Ｃｙａｓｏｒｂ（登録商標）１１６４、Ｃｙｔｅｃ
Ｃｏｒｐ、４、６－ビス－（２、４－ジメチルフェニル）－２－（２、４－ジヒドロキシ
フェニル）－ｓ－トリアジン、２、４－ビス（２、４－ジヒドロキシフェニル）－６－（
４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２、４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒ
ドロキシエトキシ）フェニル］－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２、４
－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェ
ニル］－６－（２、４－ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジン、２、４－ビス［２－ヒド
ロキシ－４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－６－（４－ブロモフェニル）－ｓ
－トリアジン、２、４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－アセトキシエトキシ）フェニ
ル］－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２、４－ビス（２、４－ジヒドロ
キシフェニル）－６－（２、４－ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジン、２、４－ビス（
４－ビフェニリル）－６－（２－ヒドロキシ－４－オクチル－オキシカルボニルエチリデ
ンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４－［２－ヒドロキシ－４－（３
－ｓｅｃ－ブチルオキシ－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ）フェニル］－６－［２－ヒ
ドロキシ－４－（３－ｓｅｃ－アミルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル
］－ｓ－トリアジン、２、４－ビス（２、４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキ
シ－４－（３－ベンジルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリ
アジン、２、４－ビス（２－ヒドロキシ－４－ｎ－ブチルオキシフェニル）－６－（２、
４－ジ－ｎ－ブチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２、４－ビス（２、４－ジメチ
ル－フェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ノニルオキシ*－２－ヒドロキシプ
ロピルオキシ）－５－ａ－クミルフェニル］－ｓ－トリアジン（*は、オクチルオキシ、
ノニルオキシおよびデシルオキシ基の混合物を意味する）、メチレンビス－｛２、４－ビ



(19) JP 5676582 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

ス（２、４－ジメチル－フェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ブチルオキシ－
２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン｝、３：５’、５：５’および
３：３’の位置に関し５：４：１の比率で架橋したメチレン架橋ダイマー混合物、２、４
、６－トリス（２－ヒドロキシ－４－イソオクチルオキシカルボニルイソプロピリデンオ
キシフェニル）－ｓ－トリアジン、２、４－ビス（２、４－ジメチルフェニル）－６－（
２－ヒドロキシ－４－ヘキシイオキシ－５－α－クミルフェニル）－ｓ－トリアジン、２
－（２、４、６－トリメチルフェニル）－４、６－ビス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブ
チルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、２、４、６
－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－ｓｅｃ－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピル
オキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、４、６－ビス－（２、４－ジメチルフェニル）－
２－（２－ヒドロキシ－４－（３－ドデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－フェ
ニル）－ｓ－トリアジンと４、６－ビス－（２、４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒ
ドロキシ－４－（３－トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－フェニル）－ｓ
－トリアジンの混合物、Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）４００、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌ
ｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐ．、４、６－ビス－（２、４－ジメチルフェニル）
－２－（２－ヒドロキシ－４－（３－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシプ
ロポキシ）－フェニル）－ｓ－トリアジンならびに４、６－ジフェニル－２－（４－ヘキ
シルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン。
【００９５】
　３．金属不活性化剤、例えば、Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ’－
サリチロイルヒドラジン、Ｎ、Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ、Ｎ’－ビス
（３、５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、
３－サリチロイルアミノ－１、２、４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリル
ジヒドラジド、オキサニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒ
ドラジド、Ｎ、Ｎ’－ジアセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ、Ｎ’－ビス（サリチロイ
ル）オキサリルジヒドラジド、Ｎ、Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒド
ラジド。
【００９６】
　４．ホスフィットおよびホスホニット、例えば、トリフェニルホスフィット、ジフェニ
ルアルキルホスフィテス、フェニルジアルキルホスフィテス、トリス（ノニルフェニル）
ホスフィット、トリラウリルホスフィット、トリオクタデシルホスフィット、ジステアリ
ルペンタエリトリトールジホスフィット、トリス（２、４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニ
ル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２、４－
ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２、６－
ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ジ
イソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２、４－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２、４、６
－トリス（ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、トリステ
アリルソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２、４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェ
ニル）４、４’－ビフェニレンジホスホニット、６－イソオクチルオキシ－２、４、８、
１０－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチル－ジベンゾ［ｄ、ｆ］［１、３、２］ジオキサホスフェ
ピン、６－フルオロ－２、４、８、１０－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチル－１２－メチル－ジ
ベンゾ［ｄ、ｇ］［１、３、２］ジオキサホスホシン、ビス（２、４－ジ－ｔｅｒｔ－ブ
チル－６－メチルフェニル）メチルホスフィット、ビス（２、４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
－６－メチルフェニル）エチルホスフィット、２、２’、２”－ニトリロ［トリエチルト
リス（３、３’、５、５’－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチル－１、１’－ビフェニル－２、２
’－ジイル）ホスフィット］、２－エチルヘキシル（３、３’、５、５’－テトラ－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－１、１’－ビフェニル－２、２’－ジイル）ホスフィット。
【００９７】
 特に下記のホスフィットが好ましい：
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　トリス（２、４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスフィット（ｌｒｇａｆｏｓ（登
録商標）１６８、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐ．）、
トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、
【００９８】
【化２】
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【００９９】
　５．ヒドロキシルアミン、例えば、Ｎ、Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ、Ｎ－
ジエチルヒドロキシルアミン、Ｎ、Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ、Ｎ－ジラウ
リルヒドロキシルアミン、Ｎ、Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ、Ｎ－ジヘキ
サデシルヒドロキシルアミン、Ｎ、Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサ
デシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒ
ドロキシルアミン、Ｎ－メチル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミンおよび水素化獣脂
アミンから生成したＮ、Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【０１００】
　６．ニトロン、例えば、Ｎ－ベンジル－α－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－α－メチ
ルニトロン、Ｎ－オクチル－α－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシルニト
ロン、Ｎ－テトラデシル－α－トリドシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシ
ルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘ
プタデシルニトロン、Ｎ－オカタデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシル
－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、Ｎ－メチ
ル－α－ヘプタデシルニトロンおよび水素化獣脂アミンから生成したＮ、Ｎ－ジアルキル
ヒドロキシルアミンから生成したニトロン。
【０１０１】
　７．アミンオキシド、例えば、米国特許第５、８４４、０２９号および第５、８８０、
１９１号で開示のアミンオキシド誘導体の、トリデシルアミンオキシド、トリドデシルア
ミンオキシドおよびトリヘキサデシルアミンオキシド。
【０１０２】
　８．ベンゾフラノンおよびインドリノン、例えば、米国特許４、３２５、８６３；４、
３３８、２４４；５、１７５、３１２；５、２１６、０５２；５、２５２、６４３；５、
３６９、１５９；５、３５６、９６６；５、３６７、００８；５、４２８、１７７または
５、４２８、１６２で開示のもの、または３－［４－（２－アセトキシエトキシ）フェニ
ル］－５、７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチイ－ベンゾフラン－２－オン、５、７－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル］ベンゾフラン－２
－オン、３、３’－ビス［５、７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（４－［２－ヒドロキシ
エトキシ］フェニル）ベンゾフラン－２－オン］、５、７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－３－
（４－エトキシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（４－アセトキシ－３、５－ジ
メチルフェニル）－５、７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルベンゾフラン－２－オン、３－（３、
５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５、７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルベンゾ
フラン－２－オン、３－（３、４－ジメチルフェニル）－５、７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
－ベンゾフラン－２－オン、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）ＨＰ－１３６、Ｃｉｂａ　Ｓｐ
ｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐ．、および３－（２、３－ジメチルフェ
ニル）－５、７－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルベンゾフラン－２－オン。
【０１０３】
　９．チオ相乗剤、例えば、ジラウリルチオジプロピオナートまたはジステアリルチオジ
プロピオナート。
【０１０４】
　１０．過酸化物スカベンジャー、例えば、β－チオジプロピオン酸エステル、例えば、
ラウリル、ステアリル、ミリスチルまたはトリデシルエステル、メルカプトベンゾイミダ
ゾールまたは２－メルカプトベンゾイミダゾールの亜鉛塩、亜鉛ジブチルジチオカルバマ
ート、ジオクタデシルジスルフィド、ペンタエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメ
ルカプト）プロピオナート。
【０１０５】
　１１．ポリアミド安定剤、例えば、ヨウ化物および／またはリン化合物と組み合わせた
銅塩および二価マンガン塩。
【０１０６】
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　１２．塩基性共安定剤、例えば、メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド
、トリアリルシアヌラート、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリ
ウレタン、高級脂肪酸のアルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩、例えば、カルシウム
ステアラート、亜鉛ステアラート、マグネシウムベヘナート、マグネシウムステアラート
、ナトリウムリシノレアートおよびカリウムパルミタート、アンチモンピロカテコラート
または亜鉛ピロカテコラート。
【０１０７】
　１３．他の造核剤、例えば、無機物質、例えば、タルク、二酸化チタンまたは酸化マグ
ネシウム、等の金属酸化物、好ましくは、アルカリ土類金属の燐酸塩、炭酸塩、または硫
酸塩；モノまたはポリカルボン酸およびその塩、例えば、４－ｔｅｒｔ－ブチル安息香酸
、アジピン酸、ジフェニル酢酸、ナトリウムスクシナート、等の有機化合物；イオン性コ
ポリマー（アイオノマー）、等の高分子化合物。
【０１０８】
　１４．フィラーおよび強化剤、例えば、炭酸カルシウム、シリケート、ガラスフィラー
、ガラス球、アスベスト、タルク、カオリン、マイカ、硫酸バリウム、金属酸化物および
水酸化物、カーボンブラック、黒鉛、木粉および他の天然産物粉または繊維、合成繊維。
【０１０９】
 本発明の配合物は、好都合にも、フィラー、例えば、被覆または未被覆滑石を含む。
【０１１０】
　フィラーは、例えば、天然または合成フィロ珪酸塩またはこのようなフィロ珪酸塩の混
合物であってもよい。特別に関心があるフィラーは、例えば、層状ケイ酸粘度である。非
常に特別に関心があるものは、モンモリロナイト、ベントナイト、バイデライト、マイカ
、ヘクトライト、サポナイト、ノントロナイト、ソーコナイト、バーミキュライト、レデ
ィカイト（ｌｅｄｉｋｉｔｅ）、マガディアイト、ケニアアイト、ステベンサイト、ボル
コンスコアイト、ヒドロタルサイト、イライト、カオリナイト、ウォラストナイト、アタ
パルジャイト、タルクまたはシリカまたはこれらの混合物である。
【０１１１】
　フィラーは、ポリプロピレンの重量ベースで、約１重量％～約５０重量％である。例え
ば、フィラーは、ポリプロピレンの重量ベースの重量で、約５重量％、約１０重量％、約
１５重量％、約２０重量％または約２５重量％およびこれらの全ての可能な範囲内で存在
する。
【０１１２】
　１５．分散剤、例えば、ポリエチレンオキシドワックスまたはミネラルオイル。
【０１１３】
　１６．他の添加物、例えば、可塑剤、潤滑剤、乳化剤、顔料、染料、光学的光沢剤、レ
オロジー添加物、触媒、流量制御剤、スリップ剤、架橋剤、架橋促進剤、ハロゲンスカベ
ンジャー、煙抑制剤、防炎剤、帯電防止剤、清澄剤、例えば、置換および未置換ビスベン
ジリデンソルビトール、ベンゾオキサジノンＵＶ吸収剤、例えば、２、２’－ｐ－フェニ
レン－ビス（３、１－ベンゾオキサジン－４－オン）、Ｃｙａｓｏｒｂ（登録商標）３６
３８（ＣＡＳ＃１８６００－５９－４）、および発泡剤。
【０１１４】
 本発明のポリプロピレン組成物は、良好な耐候性（熱、酸素および光に対する安定性）
、耐スクラッチ性、良好な加工性、良好な機械的強度、良好な光沢保持率、および非接着
性を示す。ポリプロピレン成形部品は、例えば、自動車用途、すなわち、バンパーフェイ
シア、等に適する。
【実施例】
【０１１５】
　下記の実施例は、本発明を説明するためのものである。この実施例は、本発明の範囲を
限定する意図はない。別に指示がなければ、全てのパーセンテージは重量部である。
【０１１６】
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　実施例１熱可塑性オレフィン（ＴＰＯ）
試験配合物を、溶融配合方式で未充填ＴＰＯを使って調製した。ＴＰＯは、約８～１０重
量％エラストマー（２重量％カーボンブラック含有）を含むポリプロピレンである。ＴＰ
Ｏと添加物を、１８ｍｍ２軸押出機を使って２０４°Ｃ～２３０°Ｃで混合した。ペレッ
トを８０℃で一晩乾燥した。ＴＰＯ配合物を、射出温度４５０°Ｆ（２３２℃）、保持圧
１０００ｐｓｉ、背圧５０ｐｓｉ、スクリュー回転速度１５０ｒｐｍ、型締めユニット設
定２８７．５ｍｍ、ショットサイズ７０および金型冷却温度４５°Ｆ（７℃）で射出成形
し、４インチＸ６インチのスムーズな平板を得た。
【０１１７】
　標準ファイブフィンガースクラッチ試験（ｆｉｖｅ　ｆｉｎｇｅｒ　ｓｃｒａｔｃｈ　
ｔｅｓｔ）ガイドライン（Ｄａｉｍｌｅｒ　Ｃｈｒｙｓｌｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
試験番号ＬＰ－４６３ＤＤ－１８－１、（２００２年７月２４日付））に従って、平板を
ファイブフィンガースクラッチ試験に供した。
【０１１８】

【表１】

【０１１９】
　スクラッチ試験は、１０Ｎ（ニュートン）で０ｍｉｎ．（成形直後）、５ｍｉｎ．、１
０ｍｉｎ．、２０ｍｉｎ．および一晩（２４時間）経過後に行った。試料は、室温で保存
した。
【０１２０】
　下記の配合物（重量パーセント）を調製した：
【０１２１】
【表２】



(24) JP 5676582 B2 2015.2.25

10

20

30

40

【０１２２】
　１０Ｎでの耐スクラッチ性の結果は以下の通り：
【０１２３】
【表３】

【０１２４】
　配合物１は１０Ｎで耐スクラッチ性を示さなかった。配合物２（造核剤無添加）は時間
０で耐スクラッチ性能がよくなかった。２４時間経過後は、一定水準の耐スクラッチ性が
達成された。
【０１２５】
　抗スクラッチ添加剤と増核剤の両方を含む配合物３～８では、成形直後の時間０で良好
な耐スクラッチ性が得られた。これの耐スクラッチ性は、配合物２の２４時間経過後の値
より良好であった。同じ良好な耐スクラッチ性能が２４時間後保存後にも得られた。すな
わち、条件づけすることなく、室温または高温で保存または硬化することなく、本発明の
組成物により耐スクラッチ性が達成された。抗スクラッチ添加物は、マレイン化ポリプロ
リレン：ステアリルエルクアミドの重量配合比が２：１のものである。ＮＵ１はナトリウ
ムベンゾアート、ＮＵ２は２、２’－メチレンビス（４、６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェ
ニル）ホスファート、ＮＵ３は亜鉛グリセロラートである。
【０１２６】
　実施例２フィラー充填熱可塑性オレフィン（ＴＰＯ）
試験配合物を、溶融配合方式で未充填ＴＰＯを使って調製した。ＴＰＯは、約８～１０重
量％エラストマー（２重量％カーボンブラック含有）を含むポリプロピレンである。ＴＰ
Ｏと添加物を、１８ｍｍ２軸押出機を使って２０４°Ｃ～２３０°Ｃで混合した。また、
ＴＰＯの重量ベースで３０重量％の未被覆タルクフィラーを添加した。ペレットを８０℃
で一晩乾燥した。ＴＰＯ配合物を、射出温度４５０°Ｆ（２３２℃）、保持圧１０００ｐ
ｓｉ、背圧５０ｐｓｉ、スクリュー回転速度１５０ｒｐｍ、型締めユニット設定２８７．
５ｍｍ、ショットサイズ７０および金型冷却温度４５°Ｆ（７℃）で射出成形し、４イン
チＸ６インチのスムーズな平板を得た。
【０１２７】
　２４時間保存後の平板をファイブフィンガースクラッチ試験に供した。
【０１２８】
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【表４】

【０１２９】
　２０、１５および１０Ｎでの耐スクラッチ性の結果は以下の通り：
【０１３０】
【表５】

【０１３１】
　抗スクラッチ添加物は実施例１と同じである。
　配合物１２および１３は本発明によるもので、ファイブフィンガースクラッチ試験によ
って白化の実質的減少が認められた。配合物１２および１３は、配合物１０、１４および
１５に比較して、相乗的結果が認められた。
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